
日時：２０１８年１０月５日（金）１４：３０～１５：３０ 
場所：B2棟大会議室（426号室） 
連絡先：金原 数（内線 5781）

“熱で揺らぐ系の観察と制御” 
－生体ナノマシンを例にとって－
生体分子モーターは，細胞内で働くナノマシンである．ただの高分
子にすぎないタンパク質が，巧妙に折りたたみ，自律的に運動する
ナノマシンを実現している．そして，激しい熱揺らぎの中で，巧み
な制御をして効率よく働いている．その動作原理を明らかにするた
め，我々は，1分子の観察・制御技術を駆使して，分子モーターの
エナジェティクスを調べている．本セミナーでは，まず，熱揺らぎ
の物理について少しお話した後で，回転分子モーターF1-ATPaseの
高効率のエネルギー変換機構についてお話ししたい.
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